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目的
●●宛先IPアドレスを元に宛先MACアドレスを得るためのプロトコル
●●アープと読む

IPアドレスはエンドツーエンドでデータを運ぶことができるプロトコルです。し
かし、IPの節（3.1）で解説したとおり、IPアドレスだけでは通信することはできま
せん。LAN上で通信するには、必ずデータリンク層のアドレスであるMACアドレス
も必要になります。

IPアドレスには送信元と宛先があります。MACアドレスにも送信元と宛先があり
ます。機器がデータを送る際には、この4つのアドレスを揃えてフレームを作る必
要があります。
送信元 IPアドレスは、ホスト自身に設定されているため当然知っています。送信

元MACアドレスもホストの機器自身のNIC（ネットワークインタフェースカード）
に焼き付けられているため分かります。宛先 IPアドレスについてはデータを送る段
階ではすでに知っていると言えます。なぜなら例えば私たちが「www. n-study.com」
とブラウザに入力すると通信することができますが、これはDNS（Domain Name 

System、3.9節参照）という機能を使って IPアドレスに変換してくれているからです。
よって、機器がデータを送るときに知らないアドレスは宛先MACアドレスだけと
いうことになります。この宛先MACアドレスを知るためにARP（Address Resolution 

Protocol：アドレス解決プロトコル）を使用します。
ARPのしくみは、ホストからMACアドレスを解決したい IPアドレスを入れたパケ
ット（ARPリクエストパケット）をブロードキャストします。
それを受信したホストは、自身のアドレスであれば、その返事に自分のMACアド
レスを入れて送信（ARPリプライパケット）します。異なっていれば破棄します。
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